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自治体における肝炎ウイルス検査陽性者フォローアップ 
 

研究分担者：相崎 英樹 国立感染症研究所 ウイルス第二部  
 

研究要旨：肝炎ウイルスへの感染を知りながら治療を続けていない人が 50-120 万人も存在
すると推定されており、放置すれば肝硬変、肝がんに進行することから、陽性者フォロー
アップは緊急の課題である。そこで、A県で自治体訪問して調査したところフォローアップ
同意率が非常に低いことが判明した。そのような自治体においても、検査時の同意書に基
づくことで、陽性者ほぼ全員に受診受療勧奨を行うことが可能なことが示された。 

A. 研究目的 

 感染を知りながら治療を続けていない人が

50−120 万人も存在すると推定されており、効

果の高い治療薬や医療費助成があるにもかか

わらず、検査が治療に結びついていない。そこ

で、肝炎ウイルス検査により見いだされた陽性

者を専門医療機関へ導き、その後のフォローア

ップが必要であると考えられる。しかし、自治

体が保有する肝炎ウイルス検査陽性者リスト

は高度な個人情報であるため、自治体はその扱

いに慎重にならざるを得ない状況である。適切

な治療を受けなかった場合、肝硬変、肝癌と進

行することから肝炎ウイルス検査陽性者リス

トをその高度な個人情報の保護をしつつ利用

することで、肝炎ウイルス検査陽性者を適切な

治療に導入することを目的にシステム構築を

目指した。 

 

（倫理面への配慮） 

 肝炎ウイルス陽性者の個人情報については

自治体で匿名化後、感染研では感染研での倫理

委員会に従い取り扱う。 

 

B. 研究方法 

1)自治体聞き取り調査 

 厚労省の自治体アンケートの結果、フォロー

アップに興味がある A県の自治体のうち、肝炎

ウイルス検査陽性者が多い６区市を訪問し、聞

き取り調査を行った。 

2) モデル地区でのフォローアップ同意率 

 B 県 C 市をモデル地区として、検査時のアン

ケート調査の同意に基づいて、毎年受診受療勧

奨を行っており、フォローアップ同意率の継時

的な変化を解析した。 

 

C. 結果 

1) 自治体聞き取り調査 

６区市で年間約 19000 件の肝炎ウイルス検

査を行い、B 型肝炎 135 名、C型肝炎 106 名の

陽性者を見出し、全ての陽性者の個人情報を自

治体が把握しているものの、フォローアップし

ている陽性者は 16名（７％）にすぎなかった。

自治体によってはフォローアップしている陽

性者は 0-1 名とほとんどおらず、その原因は陽

性者からフォローアップへの同意がないため

ということが判明した。告知を受けた陽性者側

から県または区市町村にアクセスしないとい

けないというフォローアップの手順が障害と

なっている可能性が考えられた。 

 

2)モデル地区でのフォローアップ同意率 

 B 県 C 市の検査時の陽性者の数は 2014-2016

年は B型肝炎 221-256 名、C型肝炎 157-159 名

であり、全ての陽性者が検査時のアンケート調

査の同意の意思を示している。そこでこの検査

時の同意書に基づいて毎年一度郵送で受診受

療勧奨を行ったところ、同意率はB型肝炎2014

年 36%、2015 年 49%、2016 年 58%、C型肝炎 2014
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年 25%、2015 年 45%、2016 年 50%と増加した。

A県D区でも同様に検査時の同意書に基づいて

調査票（返信率 50%）を送り、13 人が受療、相

談件数も 73 件に上がっている。 

 

D. 考察 

 A 県の６つの自治体では自治体が全ての陽

性者を把握しているにも関わらず、フォローア

ップ同意数が大変低かった。原因としては、同

意取得が委託医療機関に依存していること、陽

性者本人が自治体または A 県に連絡しないと

いけないことなど、フォローアップ参加手順の

複雑さによる。一方、同じ A 県でも D 区や B

県 C市では、検査時の同意書に基づき、陽性者

ほぼ全員に受診受療勧奨を行っており、特に、

B県 C市では、そのため高いフォローアップ同

意率を得ていた。 

 この度、厚労省から「ウイルス性肝炎患者等

の重症化予防推進事業実施要項」が変更になり、

検査時の同意に基づき、フォローアップ可能に

なった。これにより A県 D区や B県 C市のよう

に陽性者全員を受診受療勧奨が可能になり、フ

ォローアップの増加が期待できる。しかし、多

くの自治体では検査時の同意書は医師会任せ

になっており、その様式変更は医師会の了解が

必要で、自治体の担当者は敷居が高いと感じて

いる。また、自治体の肝炎担当者の多くは兼務

で、保健師も少なく、フォローアップ数の増加

に伴う対応に不安を抱えている。A県では２つ

の相談医療機関が登録されているが、いずれも

自治体から遠く、実際には自治体窓口への医療

相談が集中する可能性があり、この面でも自治

体担当者は積極的なフォローアップに二の足

を踏んでいる。 

 

E. 結論 

 この度、検査時の同意書をフォローアップ同

意に扱うことが可能となった。これによりフォ

ローアップ率の増加は期待できるもの、医師会

および地域の専門医療機関の協力が得られる

ように、自治体と結ぶつける必要がある。 
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